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は焼却されている 138miliontonsの林地残廃材,22miliontonsの樹皮および加工過程で 出てくる 94
miliontonsの廃材の有効利用の方法が真剣に検討されている4,5)｡ また,南部のサザンパイン天然生林に





























































































I.27,針葉樹合板 1･32,構造用フレ-クボード 1･46,MDFl･74,インスレーションボード 1.89,広葉樹合
板 1･95,アンダーレイメントパーティクルボード2･20,湿式ハ-ドボ-ド3.53,石膏ボード0･49,アスファ























































































































を用い 177oC で熱圧された合板はフェノール合板と同等の外装性能をもつことが示され, ウェ-ファー ボ













































































































得られない｡通常ストランド (Strand)と称される形状のものが用いられる｡その寸法は厚さが 0･3mm 前
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MOte｢iols Modulusof Modulusof Ⅰntern(】1Ruptre Elqsticlty Bond
(kg′cmZ) (103kg′cmZ) (kg′cmZ)















0.G上l 8.19 586 106 60.5
0.66 7.56 L416 Il° 75.7
+/:Pc)rclllelto the orientcltion
⊥:Perpendic〕lor to the orlen totlon
Table5に示したボードをコアとし,3mm の厚さのダグラスファー 単板をコアの配向方向に直交してオ
-バ-レイした合計厚さ 12･5mm の Compositepanel(前出 Plystran)と4プライ CDX グレ-ドのダ









MOR〃 (kg′cm2) 644 646
MOR ⊥ ( 〟 ) 159 281
MOE〝 (103kg′cm2) 10上l 96
MOE ⊥ ( 〟 ) ll.8 19.7
24hr WQterClbsorption(冗) 20.1 29.7
Thicknessswellin2Llhrsoclk(X) 叫.5 5.2
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Formul(】tlon MOR(〟 )(kg/cm2) Mo巨(〟)(105kg′cmZ) Mo巨(〟) MOR(〟)+MOR(⊥)
Mo巨(⊥) 2MOR(｢)
1.Douglos-fi｢fibe｢ 601 52.5 2.Ll I. ll
2.Hclm一ermilledcedclrb(】rk 25Ll 55.7 2.6 1.52
5,Redwoodflokes 491 78.L 5.5 I,2Ll
4.H(】mTlermilledDonglqsイ1rchlps 521 60.9 6.0 1.57































SiddeleyCanadaLtd･はチップと製材を同時に製造する Chip-N-Saw などの製材 ･木工関係の機械部門
をもつ鉄工会社であるが,フイリッピンを対象に配向性バガスボードの製造システムの開発に乗り出した｡
このシステムの心臓部は砂糖キビの絞りかすを入れると自動的に縦に2つに割られ, ビスの部分を削り取






























米国では LVLに関する技術開発の研究は3つに大別することができる｡その 1は Madisonの林産試験
























Species Hypothetlcqld Numberof Tensilestrengthof Solid
lqmin(】ted I(】mlnclted2by4'S wood
gr⊂】e 2byLl'S ,Averctge Rqnge strength
Douglos-firS thernpn Construction ll kg′cm2576 kg′cm2295-412 kg′cm22上12
Stqndqrd 10 579 525 -斗65 205
NO.1 7 595 505-的0 400
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造物であると思われる.






































Fig･6は BRUSH System のフローチャートである｡全体を通じて最も重要な加工機械は図から明らか
なようにセーバーレ-ス (sh年Pingllathe)であるO鋸は出来る限り使用せずにセ-パ-レースでフレ-クパ
ーティクルを切り出しながら残る材の形状を作っていくこの方法は一挙両得である｡
まず,胸高直径 12-30cm の立木は treepulerと称するブルド-ザによって毎分 1.5-2本の早さで引
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Fig.6.SystemforuJilizinglow-qualitytrees,BRUSH System byPeterKoch(1976)･.




よい製材丸太や合板原木はそのまま売却｡残り直径 22cm 以上のものは長さ 2･5m に切りセ～パ-レース
でフェイス用フレークをとりながら cantを作り,それを2本合せてジベルで結合し,鉄道枕木 (7′×9′′)
とする｡虐径 12.5-22cm のものは l,350mm のセ-パーレ-スで フェイス用 フレ-クをとりつつ Cant
を作り,さらに1:2:1の厚さに挽き割って,組合せてパレットを作る｡直径 12･5cm 以下のものおよ
び腐朽材はチップにしリングフレーカーでコアフレークに｡
一方,針葉樹 (パイン)については,直径 20cm 以上のものはセーバーレースセフェイス用フレークを
とりながら円筒材を作り,円筒になった後厚さ 6mm の ロータリー ベニヤに剥く,ベニヤは広幅長尺の
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67%と大きく伸びたと言う｡

























Logs NUmberofboけSAverclqediomelrofbos(ch) Lolhetyp TcLrgetCOediom ler(cm) Veneeryild(%)
SUGILoqsfromlh'lnn'lnqOPerOIion 36 l6.5 日) 9 55.5
HlNOKI ,. , 54 l4.5 日) 9 47.2
HINOKIbenIIrunks l2 l7.0 日) 9 58.3
SUGlsfumps l9 21.5 (2) 8 82.2
川NOKlsIUmps 8ー l9.7 (2) 8 72.2
KARAMATSUIoqsfrDmlhinnlnqoperQIion 25 16.5 (2) 8 67.4
AKAMATSU 30 15.3 (2) 8 64.7
SUG1 I7 l6.4 (3) 3.5 89,5

























AHowobtes什ess SUGl HINOKl KARAMATSU AKAMATSU
Bendinq lOー l64 lI8 152
Sheor(rOdiol) 29 32 19 t6
SheorHongentioI) 22 29 lI l3






のようなものを原木として,厚さ4･8mm の単板に剥き, フェノール ･レゾルシノ-ル樹脂接着剤を用い




















AHowQbleslress Solidwood LV L
Bendig CIeor l93K.noHy 39oV.54 165













ントレーラ-に積載し,厚さ4mm,幅 45cm,長さ45cm の乾燥単板を1日 3m3生産するシステムで
あるoBは,フローコ～タ-,スタッカ-およびコールドプレスなど単板の仕組みから圧縮までの装置を15
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